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船舶事故調査報告書 

 

                            令和７年４月３０日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年１２月２７日 １１時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県沖縄市潮乃森
し お のも り

東方沖 

 金武
き ん

中城
なかぐすく

港中城新港西防波堤東灯台から真方位２５６°１.１海里

（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２６°１８.１′ 東経１２７°５０.９′） 

事故の概要 引船第５１丸
まる

政
まさ

号は、台船第３１丸
まる

政
まさ

号をえい
．．

航し、起重機台船に

接舷作業中、第５１丸政号が第３１丸政号に衝突した。 

第５１丸政号は、左舷中央部外板に破口を生じた。 

事故調査の経過 令和７年１月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 引船 第５１丸政号、１９トン  

２１２－８６７４沖縄、株式会社ホクセイ 

１４.４４ｍ（Lr）×５.００ｍ×１.８８ｍ、鋼 

ディーゼル機関２基、１,０８０kＷ（合計）、平成８年１２月 

Ｂ 台船 第３１丸政号、不詳 

   なし、株式会社ホクセイ 

   ４６.００ｍ（Lr）×１７.００ｍ×３.６５ｍ、鋼 

   機関なし、不詳 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ６５歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日  平成６年１０月７日 

免許証交付日 令和６年２月１日 

           （令和１１年１０月６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷中央部外板に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風速 約６.１m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の初期 

沖縄市には、１２月２６日０７時２２分に波浪警報が発表され、本

事故時も継続中であった。 
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 事故の経過 (1) 出航から衝突までの状況 

Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、また、Ｂ船は、甲板員３人

が乗船し、潮乃森東方沖で錨泊中のサンドコンパクション船*1（以

下「Ｃ船」という。）及び起重機台船（以下「Ｄ船」という。）

に、Ｄ船を介して土砂を移す目的で、土砂約４００ｔを積載した

Ｂ船をえい
．．

航し、令和６年１２月２６日１８時００分ごろ金武中

城港中城新港西ふ頭を出航した。 

Ａ船は、時間調整のために、一旦金武中城港中城新港東ふ頭の

定係場所にＢ船と共に着岸して待機した後、２７日０８時００分

ごろ、同ふ頭を離岸し、Ｂ船をえい
．．

航して潮乃森東方沖に錨泊し

た後、１１時００分ごろ、揚錨してＣ船の南側に横着けしていた

Ｄ船に向かってＢ船のえい
．．

航を開始し、南西進した。 

船長Ａは、Ｄ船の東方で緩やかに右舵を取り、Ｂ船がＤ船のほ

ぼ並行になる直前で、船首着けでＢ船の左舷を押そうと思い、Ａ

船側のえい
．．

航ロープを離した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Ａ船がＢ船をえい
．．

航してＤ船に接近する状況 

 

船長Ａは、Ｂ船をＤ船に横着けしようと、Ａ船でＢ船の左舷中

央部を船首着けで押し続けたが、Ｂ船が北北東の風で南方に押さ

れ、風圧で少し右転し、惰力で西方に移動した。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*1  「サンドコンパクション船」とは、水はけのよい砂を杭状にした「砂杭」を軟弱地盤に打設し、地盤中の水を

滲
にじ

み出させることで地盤の改良を行うための作業船をいう。 

えい航ロープ 

風の方向 

Ａ船 

Ｂ船 Ｄ船 

Ｃ船 
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図２ Ａ船がＢ船の左舷中央部を押し続けた状況 

 

船長Ａは、Ｂ船の船尾部を後進でＤ船側に引くこととし、Ｂ船

から送られた係船索（以下「本件係船索」という。）のエンドアイ

をＡ船の右舷船首部のビットに取り、Ｂ船の甲板員が本件係船

索を約１３.５ｍの長さで船尾中央にあるビットに係止した。 

船長Ａは、Ａ船を後進させて北東進し、本件係船索を引き始め

たものの、Ａ船が後進の惰力による反動で右転しながらＢ船の船

尾部右舷側に引き寄せられた。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ Ａ船がＢ船に引き寄せらせた状況 

 

船長Ａは、Ａ船を前進で右転させてＢ船の船尾をＤ船に近づけ

ようとしたが、反動でＡ船の船尾が左舷側に回頭し、Ｂ船の船尾

部に近づいていった。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ船 

Ｂ船 

Ｄ船 

Ｃ船 

風の方向 

Ａ船 

Ｂ船 

風の方向 
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図４ Ａ船が前進で右回頭した際、Ｂ船に接近した状況 

 

船長Ａは、Ａ船を前進としたままＢ船の船尾部を引こうと思

い、更に回転数を上げ、Ｂ船の船尾にほぼ横着けの状態からＢ船

の船尾部をＤ船の方に移動させようとしたところ、Ａ船の左舷中

央部とＢ船の船尾部右舷側の錨とが衝突して衝撃を感じ、Ａ船を

停止させた。（図５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ Ａ船とＢ船の錨とが衝突した状況 

 

(2) 衝突後の状況 

Ｂ船の甲板員は、Ａ船の左舷中央部外板に破口が生じて燃料油

が流出しているのを認め、船長Ａにそのことを伝えた後、Ｂ船の

錨を投下した。 

船長Ａは、そのことを聞いてすぐにＡ船の右舷船首部のビット

に取った本件係船索を外し、Ａ船をＢ船に横着けした。 

船長Ａ及びＢ船の甲板員３人は、応急措置としてＡ船の破口に

杭を打ち、水中ボンドで塞いで燃料油の流出を止めた後、燃料タ

ンク内の燃料油を燃料ポンプで吸い上げ、船内のドラム缶に移送

した。 

Ｃ船及びＤ船に乗船していた現場関係者は、本事故の発生に気

Ａ船 

Ｂ船 

Ａ船 

Ｂ船 

風の方向 

風の方向 
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付き、海上保安庁に通報した。 

Ｂ船は、別の引船によってＤ船に接舷し、Ａ船は、回収した燃

料油のドラム缶を陸揚げする目的で、金武中城港中城新港東ふ頭

の定係場所に帰港した。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ Ａ船、写真２ Ａ船の

損傷状況、写真３ Ｂ船、写真４ 海面下にあるＢ船の錨 参

照） 

 その他の事項 (1) Ａ船及びＢ船の喫水等の情報 

Ａ船の喫水は、船首約０.９ｍ、船尾約１.１ｍであった。 

Ｂ船の喫水は、船首及び船尾共に約１.５ｍであった。 

Ｂ船の深さ（垂線間長の中央部における船底から上甲板までの

高さ）は約３.６５ｍであり、本事故当時のＢ船の乾舷が約  

２.１５ｍであった。 

(2) Ｂ船の錨の位置の情報 

Ｂ船の錨は、Ｂ船の船底付近である海面下約１.５ｍ付近に錨の

最下端（クラウン）があり、本事故当時、錨の爪（フリューク）

も海面直下にあった。（図６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 本船の錨の状態 

 

(3) 船長ＡのＢ船船尾部の両舷に吊
つ

られた錨の認識の情報 

船長Ａは、Ｂ船の錨が船尾部の両舷に吊った状態であることを

認識していたが、本事故当時、Ｂ船に接近し過ぎていたので、Ａ

船の操縦位置からは死角となっていてＢ船の錨が見えず、また、

Ｂ船の錨の爪が海面直下にあることを知らなかった。 

(4) 本件係船索の長さによるＡ船の運動の制限等の情報 

船長Ａは、これまで台船の船尾部を引いて横着けさせた経験が

なく、Ａ船の長さに対して、本件係船索を短く取ったので、Ａ船

の運動が制限され、Ａ船がＢ船の船尾部に近づく状況になった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

あり 

なし 

あり 

約２.１５ｍ 

約１.５０ｍ 

約３.６５ｍ 
喫水線 

クラウン 

フリューク 
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 判明した事項の解析 

 

(1) 事故発生に関する解析 

Ａ船は、潮乃森東方沖において、Ｂ船が右舷方から風速約６m/s

の北北東風を受ける状況下、Ｂ船から本件係船索を短く取った状

態でＢ船をＤ船に横着けする作業中、船長Ａが、Ｂ船の錨の位置

を確認せずにＢ船の船尾部をＤ船の方に引こうとしたことから、

Ａ船がＢ船の錨と衝突したものと考えられる。 

(2) 事故発生の要因に関する解析 

① 船長ＡによるＢ船の錨の位置の確認状況 

船長Ａは、Ｂ船の錨が船尾部の両舷に吊られた状態であるこ

とを認識していたものの、Ｂ船に接近し過ぎており、Ａ船の操

縦位置からは死角となっていてＢ船の錨が見えず、また、Ｂ船

の錨が海面直下にあることを知らず、Ｂ船の錨の位置も確認し

ていなかったものと考えられる。 

② 船長ＡによるＢ船の横着け方法の変更状況 

船長Ａは、Ａ船でＢ船の左舷中央部を船首着けで押し続けた

ものの、北北東の風によりＢ船が南方に押され、Ｂ船をＤ船に

横着けできなかったことから、Ｂ船の船尾部から本件係船索を

取り、Ａ船を前進させてＤ船の方に引こうとしたものと考えら

れる。 

③ 本件係船索によるＡ船の操船状況 

Ａ船は、本件係船索を短く取ったことから、Ａ船を前進させ

てＢ船の船尾部をＤ船の方に引こうとしたものの、Ａ船の運動

が制限され、Ｂ船の船尾部に接近する状況となったものと考え

られる。 

原因  本事故は、Ａ船が、潮乃森東方沖において、Ｂ船が右舷方から風速

約６m/s の北北東風を受ける状況下、Ｂ船から本件係船索を短く取っ

た状態でＢ船をＤ船に横着けする作業中、船長Ａが、Ｂ船の錨の位置

を確認せずにＢ船の船尾部をＤ船の方に引こうとしたため、Ａ船がＢ

船の錨と衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・引船の船長は、台船をえい
．．

航する際、えい
．．

航索を長めに伸出して

使用し、台船と距離を取って錨等の位置を確認するとともに、台

船との接近を避けること。 

・引船の船長は、強風時における台船の横着け作業に当たる場合、

横抱きで台船等を移動させるか又は２隻以上の引き船を使用する

こと。 

・引船の船長は、えい
．．

航する台船の艤装品等の位置関係を把握し、

海面下にある場合は障害物となり得るので、衝突しないように注

意すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和６年１２月２７日 

 １１時３０分ごろ発生） 

金武中城港中城新港西防波堤東灯台 
潮乃森 

中城新港 

西ふ頭 

東ふ頭 沖縄県 

沖縄市 

金武中城港 

沖縄県 
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写真１ Ａ船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ａ船の損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Ｂ船          写真４ 海面下にあるＢ船の錨

（本事故後の貨物半載時の状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａ提供 


